
Ｑ：コロナ禍における教育環境の整備、支援の取り
組みについて伺う。

Ａ：子ども達の「知・徳・体」にわたる成長を支えるた
め、教育活動を停滞させないよう整備に取り組んで
いる。
学校での感染拡大防止のため、トイレの自動水栓
の設置や飛沫防止用衝立、空気清浄機の整備等を
行い、一部デジタル教科書の整備や、対面授業とオ
ンライン授業を選択できるハイブリット授業の実施。
その際に、通信環境が整備されていない家庭につ
いては、ルーターを市の負担で貸し出しをしている。

今こそ
若い力で
新しい習志野。

教育環境の整備について

令和４年２月発行

デジタル教科書の現状

文部科学省の実証事業に参加を
し、小学校全校の５・６年生児童
及び３校の重点校の全児童、ま
た中学校全生徒に市で指定した
１教科の学習者用デジタル教科
書を整備。
また、市独自の事業として小学校
に算数、中学校に国語と数学を
自閉症情緒学級の全児童生徒に
配備しております。

タブレットの持ち帰り？？

習志野市では、子ども達に情報活用
能力をはじめ、言語能力や問題発見
・解決能力等の資質能力育成のため
、日常的にICT機器に触れる機会を
増やし、積極的な活用を図ることが重
要と捉えており、毎日の持ち帰りをさ
せております。
教科書等はいわゆる「置き勉」を推奨
し、ランドセルの重さ軽減をしておりま
す。

ICT支援員等の活用
Ｑ：ICT支援員及びICT学習指導員の活用について
伺う。

Ａ：ICT支援員については、今年度４名が市内小中
学校２３校を４つのグループに分けて配置され、各
校支援をしている。
ICTを活用した授業への支援や教材作成の支援、
児童生徒や教員への操作支援、端末トラブルの対
応、ICT活用の校内研修の指導・助言を主に担って
いる。また学習指導員は要請訪問や定期的な学校
訪問を行い、サポートを行っている。
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命を守る都市宣言の制定 都市宣言のタイムスケジュール

①年末までに素案を作成

②令和４年２月上旬までにパ
ブリックコメント案をまとめ

③２月～３月パブリックコメント
の実施

④意見の整理や案の修正をし
、４月に最終案の作成

⑤５月に宣言

Ｑ：（仮称）命を守る都市宣言の制定について伺う。

A:すべての人々が一人一人の人権を尊重すること、排
除されずに各々の能力が発揮でき、受け入れられ、参
加できる社会にすること、いかなる暴力も受けず、年齢
や疾病、障がい。人種や信条、性的指向などに関係なく
安心して生活が出来るよう、来年５月の宣言を目指して
いる。
要望：当選以来この宣言の制定を訴えてきた。宣言を
するだけではなく、宣言を最大限活用できるような横
断的な組織体制の整備と新設、SDGｓのゴールに沿っ
た各種施策への結び付けを。

要望：市内の学校を見学させていただいたが、学校によって活用方法
の格差が生じている。
この格差を埋めるためには研修やICT支援員の活用、教員個々の努
力はもちろんだが、教育委員会が主導していかなければ、市全体の
水準は上がってこない。
教員の能力、タブレット端末への習熟度の格差が、子ども達の学びの
格差になってはいけない。
積極的な支援や、ステークホルダーに対してのアンケートの実施等を
積極的に行い、ICT教育日本一を目指してほしい。


